
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活と結び付く「書くための読む力」を育成する授業改善 
―評価問題(平成 31 年度全国学力・学習状況調査問題)の活用を通して― 

これまでも，鹿児島県の児童は複数の情報を結び付けて適切にまとめられない，答えが一つで
はない問題について自分の考えを表現できないなど，「書くこと」に関する課題を抱えてきた。本
資料では，日常生活で生きて働く書く力を育成するため，「書くための読む力」を身に付けさせる
視点，全国学力・学習状況調査等の評価問題を活用する視点からの授業改善策を提案する。 

小学校 中学校 義務教育学校 

特別支援学校 

国語 第147号 指導資料 
  鹿児島県総合教育センター 

令和元年10月発行 

対象 

校種 

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/                  （通巻第２００２号） 

① 

「書くこと」だけでなく，その前提となる「読

むこと」に関する指導にも注力する。 

② 

日常生活で生きて働く書く力を育むために，

教科書教材に固執せずに，全国学力・学習調査

等の評価問題や日常生活の事象を有機的に結び

付ける。 

評価問題を活用する 

 

「書くための読む力」を身に付けさせる 

１ はじめに 
それらを基に自分の考えを組み立て，書いたり

話したりするなどのアウトプットをしている。

つまり，原因は「書くこと」だけでなく，「読む

こと」に関する指導にもあると考えられるので

ある。さらに言えば，書くという目的が明確化

された「読むこと」の指導が十分なされていな

かったと考えられるのである。 

また，今回の調査では，これまで以上に日常

生活の場面を取り上げた設問が多かった。 

出題形式は従来の「主として『知識』に関す

る問題（Ａ問題）」と「主として『活用』に関す

る問題（Ｂ問題）」を一体化した構成となり，「知

識」を基に思考力，判断力，表現力を活用させ

る構成となっている。これは，日常生活におけ

る問題解決の仕方であり，国語の授業の枠を超

えて，日常生活により近い状況を想定した出題

になったと言える。つまり，このような評価問

題を授業で活用することで，授業自体が日常生

活と有機的に結び付き，生きて働く書く力を育

成しやすくなると考えられる。 

そこで，本指導資料では，次の二点に着目し

た授業改善策を提案する。 

私の考える正解は，③である。もちろん，①

や②の方も熱心に聴いていると思うが，③の方

は，講演会の後すぐに生かさなければならない

という目的が明確だからである。このように，

目的が明確であると，自然と熱心に取り組むこ

とができるということがよくある。 

平成 31 年度の全国学力・学習状況調査では，

鹿児島県の小学校国語は全国平均を上回る結果

であったが，依然として「書くこと」に関する

課題が顕著に現れた結果となった（正答率が全

国平均よりも-3.3 ポイント）。特に「事実と感

想，意見などとを区別するとともに，目的や意

図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりする

こと」について課題があった。原因として考え

られるのは，書く力が身に付いていない児童が

多いということである。これは，書く活動を授

業に位置付けているものの，十分実効性のある

活動になっていない，年間を通じた書く活動が

圧倒的に少ないなど，「書くこと」に関する指導

不足が起因していると考えられる。 

しかし，「書くこと」のみに課題があるとは言

い切れない。私たちは日常生活において，読ん

だり，聴いたりして様々情報をインプットし， 

トし，それらを基に自分の考えを組み立て，

書いたり話したりするなどのアウトプットをし

ている。つまり，原因は「書くこと」だけでな

く，「読むこと」に関する指導にもあると考えら

れるのである。さらに言えば，「読むこと」が，

問 講演会で，最も熱心に講
師の話を聴いているのは次
の①～③の誰でしょう。 

 
① 聴衆 
② 司会者 
③ 講師へ御礼を述べる方 



 

児童が問題解決をする際，書くことを，下

のような①～③の過程で考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

①の過程は，読む力を駆使する過程である

と言える。そのため，この過程における「読

むこと」に関する指導が，②③の「書くこと」

に関する指導に生かすことができると考える。 

つまり，「書くための読む力」を身に付けさ

せるには，重点的に身に付けさせたい書く力

と，それに結び付く読む力の育成を同時にね

らうことが肝要であると言える。 

 

 

教科書教材の学習で完結しがちだった国語

の授業と日常生活とを有機的に結び付ける授

業スタイルは，例えば，次のような四つのパ

ターンが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，授業づくりを行う際，次の点に留意

することで，評価問題を有効に活用できると

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

サンドイッチ型 
 

 

 

 

 

 

評価問題を解く時間を，単元や１単位時
間の入り口と出口に位置付ける 
 
＜長所＞ 
・ 授業前及び授業後コネクト型のよさを生かした授業

づくりができる。 
・ 自分の課題が明確になり，授業に課題意識をもって

臨みやすい。また，授業で身に付けた力の有用性を確
認しやすい。 

・ 授業と日常生活がつながりやすく，授業で身に付け
た力を一般化しやすい。 

＜短所＞ 
・ 評価問題を解けるようになるための授業になりやす

い。 
・ 時間がかかりやすく，１単位時間での実施が難しい。 

活用取り込み型 
 

 

 

 

 

 

評価問題を教材として活用し，単元や１
単位時間内に位置付ける 
 
＜長所＞ 
・ 評価問題を教材として授業に位置付けるので，１単

位時間で完結する。 
・ 児童個人の分析結果を直接指導に反映しやすい。 
＜短所＞ 
・ 教材研究に時間と力量が必要となる。 
 

 

評価問題を解く時間を，単元や１単位時
間の終末に位置付ける 
 
＜長所＞ 
・ 授業で学んだ力を評価問題で確認できる。 
・ 教科書教材から離れて，学んだことを振り返ること

ができる。 
・ 補充指導や家庭学習指導と連動しやすい。 
＜短所＞ 
・ 時間がかかり，１単位時間での実施が難しい。 
・ 授業と評価問題をつなげるのが難しい。 

授業前コネクト型 
 

 

 

 

 

 

評価問題を解く時間を，単元や１単位時間
の導入に位置付ける 
 
＜長所＞ 
・ 評価問題で扱う日常生活の事象と授業がつながり，国

語の学習の有用感を味わいやすい。 
・ 児童一人一人の課題を把握することができ，より実態

に寄り添った授業づくりができる。 
＜短所＞ 
・ 時間がかかりやすく，１単位時間での実施が難しい。 
・ 評価問題と授業をつなげるのが難しい。 
 

〇 授業と評価問題をつなげるために，身に付

けさせたい力と評価問題で測る力を揃えた授

業づくりをする。そのために，評価問題で取

り上げている言語活動と単元全体で取り組む

言語活動を揃える。 

〇 授業で身に付けさせたい力を明確にし，評

価問題を目的ではなく，手段として用いる。 

〇 評価問題を取り入れた授業の各型を組み合

わせることで，それぞれのメリットを生かし

た授業づくりができる。 

授業後コネクト型 
 

 

 

 

 

 
 

図 書くことの①～③の過程 

２ 「書くための読む力」を身に付けさせる 

３ 評価問題を活用する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 単元について 
 
 

本単元は，身の回りの工夫について調べ，報告する文章を作成する言語活動を通して，目的や意図に
応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするな
ど，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することをねらいとしている。 

【第５学年】調べたことを正確に報告しよう「みんなが過ごしやすい町へ」（光村５年） 
  
 

 
 
 

 
 
 

 

(2) 評価問題について 
 
 
  本問では，生活の中で気になったことを調べ，報告するための文章を書く場面を設定している。高

橋さんの報告文の全体が掲載されているので，自分の考えが伝わるような書き方を学ばせる際，筆者
の目的や意図を叙述と結び付けて考えさせやすい。 

【平成 31 年度 全国学力調査 設問 1】調べたことを報告する文章を書く  

設問三について 

この設問は，目的や意図に応じて，自分の考えの理由

を明確にし，まとめて書くことができるかどうかをみる

問題である。 

(Ａ)の書き出しは「なぜなら」なので，公衆電話が必

要な理由を拾い出せばよいことが分かる。その際，(Ａ)

の前後の文に着目して，どんな内容が適しているか考え

なければならない。 

・ 前の文の「調査の結果から」という書き出しから，

「２調査の内容と結果」の(１)～(３)を受けて書けば

よいと予想できる。 

・ 後の文は公衆電話のある場所についての内容が書か

れているので，(３)のことは含まれず，条件に挙げら

れている内容であると分かる。 

 

 

(Ａ) 

 これらの設問の特性から，活用取り込み型で
評価問題を授業に活用することにしました。そ
の際，問題文をモデルとして提示して報告する
文章の書き方の工夫を見付けさせました。ま
た，授業後コネクト型として，類似の評価問題
を自作し，学んだことを確認する学習活動を位
置付けることにしました。 

４ 授業実践例 



(3) 単元の指導計画（全 11 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ おわりに 

全国学力・学習状況調査で日常生活の場面

を取り上げた設問が多いのは，そこに文部科

学省のメッセージがあるからである。それは，

これからの時代に求められる学びのイメージ，

そして教師に目指してほしい授業のイメージ

をもってほしいというメッセージである。 

国語とは，児童に国語の力を身に付けさせ

る教科である。しかし，ドリルの漢字は書け

るが日記では使えない，教科書は読めるが新

聞やレポート，テスト問題など日常生活の場

面において，国語の力を生かせない児童が多

いと言われて久しい。教室で行われてきた多

くの国語の授業が児童の日常生活から乖離し

ていないか，今一度振り返ってほしい。 

私たち教師には，国語の授業だけで通用す

る力ではなく，国語以外の学習や日常生活，

さらには児童の未来において通用する力を身 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に付けさせる使命がある。調査問題を詳細に

分析して日々の授業に生かす，「かごしま学力

向上支援 Web システム」に掲載されている類

似問題に取り組ませるなど，調査問題が伝え

ようとしているメッセージを真摯に受け止め，

目の前の児童のために，国語の授業改善にこ

れからも励んでほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教科教育研修課 石川 雅仁） 

 主な学習活動 教師の具体的な働きかけ 

つ
か
む
・
み
と
お
す 

１ 単元の目標を設定する。 
・ 身の回りの工夫について意見交換す

る。 
・ 報告する文章を書きたいという意欲

をもつ。 
 
 
 

・ 学習の見通しをもつ。 

○ 単元や教材への興味・関心を高めさせるために，
身の回りの工夫について知っていることを話し合
わせたり，例示をしたりする。 

○ 報告する文章を書く言語活動を遂行することが目
標とならないように，共通教材で学んだ国語の力を
活用して，自分の報告する文章を書くという単元の
流れを確認させる。 

し
ら
べ
る
・
ふ
か
め
る 

２～３ 明確に伝えたいことを報告する文
章の書き方を知る。 

・ 文章構成の仕方 
・ 図表の用い方 

 
 
 
 
 
 
 
 
４～８ 報告する文章を書く。 
 ・ 題材の決定 
 ・ 調べ方の選定 
 ・ 文章構成の検討 

○ 児童主体の問題解決的な学習にするために，評価
問題を報告する文章のモデルとして活用し，伝えた
いことを明確に伝えるための筆者の工夫を見付けさ
せる。 

 
○ 報告に説得力を持たせるための図表の用い方を理
解させるために，叙述と図表をつなげて筆者の伝え
たいことを考えさせる。 

 
 
 
○ 筆者の文章構成や論の展開の工夫を理解させるた
めに，モデル文の(Ａ)にはどんな文が入るのか読み
取らせる。 

 

ふ
り
か
え
る
・
い
か
す 

９ 学習のまとめをする。 
 
 
 
 
 
 
 
10 報告する文章を互いに読み合う。 
11 学んだことを確認する。 

○ 働かせた「言葉による見方・考え方」をメタ認知さ
せるために，「分かったこと」，「できるようになった
こと」だけでなく，その理由についてもしっかりと
考えさせる。 

○ 本単元で身に付けた力を価値付け，日常生活等に
生きて働かせるために，どのような場面で活用でき
そうか話し合わせる。 

○ 本単元で身に付けた国語の力を確認させるため
に，学習で取り上げた教材と類似の評価問題に取り
組ませる。 

                  
※ 別紙「単元終末で活用する評価問題」参照 

 

 友達に伝わる報告文は，どのように書け
ばよいのだろうか。 

－主な参考・引用文献－ 
○ 国立教育政策研究所教育課程研究センター『全

国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から
今後の取組が期待される内容のまとめ～児童生
徒への学習指導の改善・充実に向けて【小学校
編】』平成 24 年 

○ 文部科学省『小学校学習指導要領解説国語編』
平成 29 年 

○ 鹿児島県教育委員会『全国学力・学習状況調査 
鹿児島県結果分析』平成 30 年 

○ 国立教育政策研究所教育課程研究センター『平
成 31 年度全国学力・学習状況調査解説資料』 
平成 31 年 

○ 国立教育政策研究所教育課程研究センター『平
成 31 年度(令和元年度)全国学力・学習状況調査
の結果を踏まえた授業アイディア例』令和元年 

 
 

・ 「はじめに」「調査の内容と結果」「調査
の結果を基に考えたこと」などのまとまり
に分けて書く。 

・ 目的に応じて，図表を用いる。 
・  自分の考えは調べたことと区別して書
く。 

 

・ 公衆電話を必要としている人が
多く集まる場所に設置してあるこ
とを伝えるために，地図をいれた
のだな。 

・ 調べた事実と対応させて自分の
考えを述べると，読み手に伝わり
やすくなるのだな。 

書
く
力
に 

つ
な
が
る 

評価問題を活用する 

 

「書くための読む力」を身に付けさせる 
「ウ 精査・解釈」の指導 

 

「書くための読む力」を身に付けさせる 
「ア  構造と内容の把握」「ウ  精査・解釈」の指導  

評価問題を活用する 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

学
校
内
で
起
こ
る
け
が
を
減
ら
す
た
め
に 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

石
上 

蒼
太 

１ 

調
査
の
き
っ
か
け 

 
 

最
近
、
学
校
生
活
の
中
で
、
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
学
校
の
中
で
け
が
を
し
た
友
達
を
よ
く
見
か
け
る
よ 

う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
わ
た
し
は
心
配
に
な
っ
て
保
健
室
の
先
生
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
け
が
の
件
数
は
増
え
て
い
る
と
の
こ
と 

で
し
た
。 

そ
こ
で
、
け
が
を
減
ら
し
安
全
な
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
、
わ
た
し
は
「
学
校
内
で
起
こ
る
け
が
」
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

２ 

調
査
の
内
容
と
結
果 

(

１)
 

け
が
は
ど
こ
で
起
こ
り
や
す
い
の
か 

け
が
は
学
校
の
ど
こ
で
起
こ
り
や
す
い
の
か
を
、
保
健
室
の
先
生
か
ら
見
せ
て
い
た
だ
い
た
資
料
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
下
の
円
グ
ラ
フ 

〈
資
料
１
〉
は
、
四
月
か
ら
十
月
ま
で
に
起
こ
っ
た
け
が
の
発
生
場
所
と
そ
の
件
数
の
割
合
を
表
し
た
も
の
で
す
。
一
位
は
校
庭
、
二
位
は 

体
育
館
、
三
位
は
教
室
で
、
こ
の
三
つ
で
全
体
の
約
八
割
を
し
め
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
け
が
は
、
校
庭
、
体
育
館
、
教
室
な
ど
、
多
く
の
人
が
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
学
習
し
た
り
す
る
場
所
で
起
こ
り
や
す 

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

(

２)
 

け
が
は
い
つ
起
こ
り
や
す
い
の
か 

次
に
、
け
が
は
い
つ
起
こ
り
や
す
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
保
健
室
の
先
生
か
ら
見
せ
て
い
た
だ
い
た
資
料
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

下
の
ぼ
う
グ
ラ
フ
〈
資
料
２
〉
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の
け
が
が
、
い
つ
何
件
起
こ
っ
た
の
か
を
表
し
た
も
の
で
す
。
休
み
時
間
の 

け
が
が
最
も
多
く
、
全
体
の
約
半
数
以
上
で
し
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
け
が
は
、
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る
授
業
中
よ
り
も
、
多
く
の
人
が
自
由
に
行
動
す
る
と
き
に
起
こ
り
や
す
い
と
い 

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

(

３)
 

け
が
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か 

わ
た
し
は
、
校
庭
や
体
育
館
で
の
け
が
、
休
み
時
間
の
け
が
が
な
ぜ
多
い
の
か
、
そ
の
原
因
を
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、 

校
庭
や
体
育
館
で
休
み
時
間
に
け
が
を
し
た
こ
と
の
あ
る
友
達
に
、
け
が
を
し
た
原
因
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
、 

下
の
表
〈
資
料
３
〉
で
す
。「
人
と
ぶ
つ
か
っ
た
か
ら
」
や
「
飛
ん
で
き
た
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
か
ら
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
け
が
は
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
人
の
行
動
も
関
わ
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

３ 

調
査
の
結
果
を
も
と
に
考
え
た
こ
と 

調
査
の
結
果
か
ら
、
学
校
内
で
起
こ
る
け
が
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
自
分
が
注
意
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場
に
い
る
人
み
ん
な
が
お
た 

が
い
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
多
く
の
人
が
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
学
習
し
た
り
す
る
場
所
や
時
間
に
け
が 

が
起
こ
り
や
す
い
か
ら
で
す
。 

 
 
 

 
 

 

今
回
の
調
査
を
通
し
て
分
か
っ
た
こ
と
を
も
と
に
自
分
の
こ
れ
ま
で
学
校
生
活
を
振
り
返
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
友
達
に
も
伝
え
、
け
が
を 

減
ら
し
安
全
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、 

＜資料１＞ 
けがの発生場所と発生件数の割合 

＜資料２＞ 
けがの発生時間とけがの発生件数 

＜資料３＞ 
けがをした原因のまとめ(複数回答) 

石
上
さ
ん
の
学
級
で
は
、
生
活
の
中
で
気
に
な
っ
た
こ
と
を
調
べ
、
友
達
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
石
上
さ
ん
は
、
学
校
内
で
起
こ
る
け
が
に
つ

い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
次
は
、
石
上
さ
ん
が
書
い
て
い
る
【
報
告
す
る
文
章
】
で
す
。
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

 
【
報
告
す
る
文
章
】 

 

（別紙）単元終末で活用する評価問題 

問



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

ま 

 

な
ぜ
な
ら
、
多
く
の
人
が
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
学
習
し
た
り
す
る
場
所

や
時
間
に
け
が
が
起
こ
り
や
す
い
か
ら
で
す
。 

   

た 

   

、 

    

    

    

    

    

    

    

    

○ 
石
上
さ
ん
は
「
３ 

調
査
の
結
果
を
も
と
に
考
え
た
こ
と
」
の 

 
 

に
「
２ 

調
査
の
内
容
と
結
果
」
で
分
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

 
 
 

に
入
る
内
容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 <

条
件> 

・ 

「
２ 
調
査
の
内
容
と
結
果
」
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

・ 

【
報
告
す
る
文
章
】
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
書
く
こ
と
。 

・ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
二
十
字
以
上
、
四
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書 

く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉
は
字
数
に
ふ
く
む
。 

  
 
 

※ 

左
の
解
答
欄
の
◆
か
ら
書
き
ま
し
ょ
う
。
と
ち
ゅ
う
で
行
を
変
え
な
い
で
、

続
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

 

正
答
例 

  
 

自
分
以
外
の
他
の
人
の
行
動
も
関
わ
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
多
い

か
ら
で
す
。 

（
二
十
九
字
） 

   

解
説 

  

・ 
 
 
 

の
書
き
出
し
は
「
ま
た
」
な
の
で
、
前
の
文
に
続
け

て
、
学
校
内
で
の
け
が
を
減
ら
す
た
め
の
石
上
さ
ん
の
考
え
の

理
由
を
書
け
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。 

・ 

さ
ら
に
、
前
の
文
に
は
、
多
く
の
人
が
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ

り
学
習
し
た
り
す
る
場
所
と
時
間
に
関
す
る
こ
と
が
書
い
て
あ

る
の
で
、「
２ 

調
査
の
内
容
と
結
果
」
の(

１) 

と(

２)

の
結

果
を
基
に
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、 

 
 

に

は
「
２ 

調
査
の
内
容
と
結
果
」
の(

３)

の
結
果
を
基
に
ま
と

め
れ
ば
よ
い
こ
と
が
分
か
る
。 

・ 

「
２ 

調
査
の
内
容
と
結
果
」
の(

３)

か
ら
考
え
の
理
由
を
取

り
出
す
際
、「
こ
の
こ
と
か
ら
」
と
い
う
言
葉
に
着
目
さ
せ
、
そ

の
言
葉
の
後
に
、
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
が
書
い
て
あ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
る
。 

◆ 

※ 
こ
の
評
価
問
題
は
、『
平
成
三
十
一
年
度(

令
和
元
年
度)

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
』（
令
和
元
年 

国
立
教
育
政
策
研
究
所

教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
）

の
三
ペ
ー
ジ
の
授
業
実
践
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基
に
、
筆
者
が

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 


